
第五次富士市総合計画後期基本計画
ワンクリック請求の被害を防ぐ方法
水道料金改定
証明書の取得方法
人間ドック・脳ドックの助成
 1 月のできごと
公共施設見学参加者募集
／狭あい道路拡幅整備事業
暮らしのたより
 ３ 月のカレンダー

第五次富士市総合計画後期基本計画
ワンクリック請求の被害を防ぐ方法
水道料金改定
証明書の取得方法
人間ドック・脳ドックの助成
 1 月のできごと
公共施設見学参加者募集
／狭あい道路拡幅整備事業
暮らしのたより
 ３ 月のカレンダー

もくじ…新ゴPro M15Ｑ
        　行間16pt
丸数字…UD新丸ゴＭ13Ｑ
円　…直径4.125㎜（多少誤差あり）、白フチ0.2㎜
　　　丸数字と文字の間は1㎜
※もくじ・円の色は「広報ふじ」のロゴに合わせる。

写真キャプション…太ゴB101Pro14Ｑ
　　　　　　　　 行間14H
白フチ…0.35㎜
2桁数字…AV-200

2
もくじもくじ

6
8
10
11
12

14

15
18

  2 月 3 日　節分祭（富知六所浅間神社）

平成25年…見出しミン・20.32Q
月…見出しミン・67.73Q
日づけ…見出しミン・54.19Q
号数…見出しゴ・32.74Q
※白フチ…3.2ｐｔ。

黒線…線幅1.6ｐｔ（1.169㎜）　※線黒フチは4.8ｐｔで角丸。

No.1104No.1104

No.1118No.1118

5

2020
平成28年平成28年

平成27年平成27年

77

22



 2　 広報ふじ 2016年 2 月 20日号

　

本
市
の
人
口
は
、
平
成
22
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
を
始
め
、
近
年
で
は
年
1
0
0
0
人
超

の
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
都
市

活
力
の
源
で
あ
る
若
い
世
代
の
人
口
が
、
第

五
次
富
士
市
総
合
計
画
策
定
時（
平
成
22
年
）

の
推
計
を
大
き
く
上
回
る
速
度
で
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
人
口
推
計
を
行
い

ま
し
た
。

高
位
推
計
…
出
生
率
は
向
上
し
、
転
出
超
過

　

に
あ
る
程
度
歯
ど
め
を
か
け
る
好
ま
し
い

　

ケ
ー
ス

中
位
推
計
…
出
生
率
は
現
状
を
維
持
し
、
転

　

出
超
過
に
あ
る
程
度
歯
ど
め
を
か
け
る
標

　

準
的
な
ケ
ー
ス

低
位
推
計
…
出
生
率
は
悪
化
し
、
転
出
超
過

　

に
歯
ど
め
が
か
か
ら
な
い
好
ま
し
く
な
い

　

ケ
ー
ス

24万7,000

24万9,000

25万1,000

25万3,000

25万5,000

25万7,000

25万9,000

26万1,000

26万3,000

H27

25万7,215（実績） 25万8,000

25万1,151

24万9,991

24万8,528

H28 H29 H30 H31 H32 H33

平成33年までの人口推計
基準日：各年3月31日（人）

（年）

高位推計
中位推計
低位推計
（参考）市Ｈ22推計

富士山のふもと　しあわせを実感できるまち　ふじ

第五次富士市総合計画
　　　　 後期基本計画 を策定しました
　市は、計画期間を平成23〜32年度とする「第五次富士市総合計画」のもと、さまざまな施策
に取り組んでいます。今回は、市制50周年に当たる平成28年度からスタートする「第五次富士
市総合計画後期基本計画」を策定しましたので紹介します。
　後期基本計画は平成32年度までの５か年のまちづくりの指針となり、計画に位置づけたさまざ
まな施策を市民や企業などの皆さんとの連携・協働により推進していきます。

　

長
期
的
な
展
望
を
踏
ま
え
、
市
政
運
営
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
執
行
す
る
た
め
の
基

本
方
針
を
示
し
た
、市
の
最
上
位
計
画
で
す
。

総
合
計
画
と
は

○
基
本
構
想

　

目
指
す
都
市
の
将
来
像
、
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
や
目
標
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
達

成
す
る
た
め
の
基
本
的
な
施
策
の
大
綱
を
示

す
も
の

【
目
標
年
次
】
平
成
32
年
度

○
基
本
計
画

　

基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
取
り
組
む

具
体
的
な
施
策
の
体
系
を
5
年
ご
と
に
明
ら

か
に
し
た
も
の

【
前
期
期
間
】
平
成
23
〜
27
年
度

【
後
期
期
間
】
平
成
28
〜
32
年
度

○
実
施
計
画

　

基
本
計
画
で

定
め
た
施
策
を

具
現
化
す
る
た

め
、
年
度
ご
と

の
計
画
を
示
す

も
の

　

富
士
山
の
ふ
も
と

　

し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち　

ふ
じ

め
ざ
す
都
市
像

計
画
の
構
成
と
期
間

　

市
民
・
企
業
・
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
計
画

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

○
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
市
民
懇
話
会

　
（
期
間
：
平
成
26
年
9
〜
11
月
）

　

サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ

リ
テ
ィ
（
静
か
な
る
多

数
派
）
を
含
む
市
民
の

声
を
代
弁
し
、
本
市
の

現
状
、
課
題
、
市
民
意

識
な
ど
に
つ
い
て
の
提

言
を
い
た
だ
く
場
と
し

て
市
民
懇
話
会
を
設
置

し
、
18
の
提
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

○
総
合
計
画
審
議
会

　
（
期
間
：
平
成
26
年
12
月
〜
平
成
27
年
8
月
）

　

市
民
の
代
表
と
し
て

総
合
計
画
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
調
査
・
審

議
し
、
市
長
に
意
見
を

述
べ
る
組
織
と
し
て
総

合
計
画
審
議
会
を
設
置

し
、
答
申
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

○
世
論
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
調
査
、
パ
ブ
リ
ッ

　

ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実
施

　

3
0
0
0
人
を
対
象
に
し
た
世
論
（
ア
ン

ケ
ー
ト
）
調
査
や
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
市
民
意
見
の
収
集
・
周
知
を

幅
広
く
行
い
ま
し
た
。

計
画
策
定
の
あ
ゆ
み

本
市
の
人
口
推
計

実施計画

基本計画

基本構想



 3 広報ふじ 2016年 2 月 20日号

　後期基本計画では、国の地方創生に関する取り組みを受け、富士市版の「まち・ひと・しごと創生総合
戦略」と整合を図り、人口の長期見通しを踏まえた 3 つの重点プロジェクトによる都市活力再生戦略を立
ち上げました。
　都市の魅力向上、若い世代の希望の実現、産業の活性化を実現するための施策をそれぞれが歯車のよう
に連動するよう重点的に展開し、人口減少・超高齢社会においても、市民一人ひとりが心豊かに生き生き
と暮らし、明るい未来に向かってチャレンジするまちづくりを進めていきます。

　

地
震
・
津
波
・
台
風
な
ど
の
大
規
模
自
然
災
害

か
ら
市
民
と
事
業
者
の
皆
さ
ん
を
守
り
、
安
全
・

安
心
に
生
活
・
操
業
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
利
便
性
の
高
い
快
適
な
市
民
生
活
を

将
来
に
わ
た
り
持
続
す
る
た
め
、
日
々
の
暮
ら
し

を
支
え
る
都
市
機
能
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
①

元気よく活動し、都市の原動力となる『若い世代の人口の確保』

　
好ましいケースにおける若い世代（15～39歳）の平成32年度末人口6万2,594人の確

 保を目指します。

最上位目標

まちが元気で、産業・経済が成長し、暮らしも充実する
好循環が構築された富士市に！！

理想とする未来の姿

　

未
来
を
支
え
る
子
ど
も
た
ち
を
安
心
し
て
生
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
子
育
て
世
代
に
対
す
る
支
援
を
総
合
的
に

展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
や
職
場
で
生
き
生
き

と
活
躍
す
る
人
材
を
育
む
た
め
、
社
会
へ
の
進
出

を
志
す
人
た
ち
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
②

次
代
を
担
う
ひ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

富士市の新たな成長戦略　都市活力再生戦略

　

世
界
遺
産
富
士
山
の
も
と
に
多
く
の
人
が
集

い
、
交
流
す
る
「
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
」
を
創
出
す

る
た
め
、
ま
ち
の
魅
力
の
発
掘
に
努
め
る
と
と
も

に
、
本
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
す
る
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、「
産
業

都
市
富
士
市
」
の
復
活
に
向
け
、
活
力
あ
る
産
業

を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
既
存
産
業
へ
の
支
援
を

進
め
ま
す
。

活
力
み
な
ぎ
る
し
ご
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
③

産業の活性化
（しごとの創生）

重点プロジェクト③

都市活力の再生

都市の魅力向上
（まちの創生）

重点プロジェクト①

若い世代の希望の
実現（ひとの創生）

重点プロジェクト②
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安
全
・
安
心

安
全
で

　
　

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

1
健
康
・
福
祉

健
や
か
に
安
心
し
て

　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち

2

産
業

産
業
が
交
流
す
る

　
　
　

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

3
環
境

人
と
自
然
が
共
生
し

環
境
負
荷
の
少
な
い
ま
ち

4

　

想
定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
や
富
士
山
噴
火
な
ど
の
大
規

模
災
害
の
切
迫
性
に
加
え
、
風
水

害
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。
危
機
管

理
や
情
報
伝
達
、
治
水
対
策
な
ど

の
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

防
犯
や
消
防
体
制
の
強
化
な
ど
、

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た

め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

①
市
民
安
全

 
・
防
犯
協
力
体
制
の
強
化

 

・
交
通
安
全
対
策
の
充
実　

な
ど

②
危
機
管
理

 

・
危
機
管
理
体
制
の
強
化

 

・
地
域
防
災
力
の
強
化　

な
ど

③
消
防
・
救
急
・
救
助

 

・
消
防
体
制
及
び
施
設
等
の
充
実

　

強
化　

な
ど

④
治
山
・
治
水

 

・
台
風
や
豪
雨
な
ど
の
水
害
対
策

　

の
強
化

　

な
ど

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

年
代
や
生
活
環
境
に
対
応
し
た
健

康
づ
く
り
や
保
健
・
医
療
体
制
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
誰
も
が
生
き
生
き
と
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
や
、
子
育
て
環
境
の
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

①
保
健
・
医
療

 

・
健
康
づ
く
り
の
推
進

 

・
保
健
予
防
体
制
の
充
実　

な
ど

②
子
育
て

 

・
子
育
て
を
地
域
全
体
で
支
え
る

　

環
境
づ
く
り　

な
ど

③
公
的
支
援

 
・
高
齢
者
福
祉
の
推
進

 
・
障
害
者
福
祉
の
推
進　

な
ど

④
地
域
福
祉

 

・
地
域
の
支
え
合
い
・
助
け
合
い

　

の
強
化

 

・
社
会
活
動

　

へ
の
参
加

　

推
進

　

な
ど

　

産
業
構
造
が
複
雑
多
様
化
す
る

中
、
本
市
の
経
済
は
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
世
界
遺
産

富
士
山
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
観
光
振
興
、工
業
・

商
業
・
農
林
水
産
業
の
活
性
化
支

援
な
ど
、
経
済
基
盤
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
労
働
力
の
確
保
や

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
た
め
の
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

①
産
業
交
流
・
観
光

 

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
富

　

士
山
活
用
の
推
進　

な
ど

②
工
業

 

・
工
業
立
地
環
境
の
整
備　

な
ど

③
商
業
・
流
通

 

・
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

　

り　

な
ど

④
農
林
水
産
業

 

・
地
域
特
産
品
の
競
争
力
強
化
と

　

地
産
地
消
の
推
進　

な
ど

⑤
労
働
・
雇

　

用

 

・
就
労
支
援

　

と
能
力
の

　

開
発

　

な
ど

　

本
市
に
潜
在
す
る
再
生
可
能
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
徹
底
活
用
や
、
世

界
遺
産
で
あ
る
富
士
山
の
保
全
な

ど
、
多
様
な
課
題
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
総
合
的
な
環

境
保
全
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
な

ど
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け

た
取
り
組
み
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
地
下
水
の
保
全
や
適
正
な
生

活
排
水
処
理
な
ど
、
良
好
な
水
環

境
を
育
む
た
め
の
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

①
地
球
環
境

 

・
総
合
的
環
境
施
策
の
推
進

　

な
ど

②
自
然
・
生
活
環
境

 

・
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生

 

・
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保

③
循
環
型
社
会

 

・
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
と
リ
サ
イ

　

ク
ル
の
推

　

進　

な
ど

④
水
循
環

 

・
安
全
な
水

　

道
水
の
安

　

定
供
給

 

・
生
活
排
水

　

対
策
の
推

　

進

7つの施策の大綱

　めざす都市像を実現するため、現状や前期 5か年の評価を踏まえ、施策の体系を見直し
ました。後期基本計画では基本構想における 7つの大綱に基づいて施策を体系化し、総合
的に展開していきます。

第五次富士市総合計画後期基本計画
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教
育
・
文
化

魅
力
あ
る
教
育
を

　
　
　
　

実
現
す
る
ま
ち

5
都
市
基
盤

人
に
や
さ
し
い

　
　

便
利
で
快
適
な
ま
ち

6

都
市
経
営

市
民
と
創つ

く

る
新
た
な
ま
ち

7

　

子
ど
も
や
青
少
年
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
・
青
少
年
へ

の
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
多
様
化
し
た
市
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、
誰
も
が
“
い
く
つ
”

に
な
っ
て
も
夢
や
希
望
を
持
ち
、

生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

学
習
環
境
の
充
実
や
文
化
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
す
る
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

①
学
校
教
育

 

・
教
育
環
境
の
充
実

 

・
学
校
施
設
の
整
備　

な
ど

②
社
会
教
育
・
青
少
年
健
全
育
成

 

・
社
会
教
育
活
動
の
推
進

 

・
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

③
市
民
文
化

 

・
芸
術
文
化
活
動
の
振
興

 

・
文
化
財
保
護
の
推
進　

な
ど

④
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

 

・
ス
ポ
ー
ツ

　

活
動
の
推

　

進
・
ス
ポ

　

ー
ツ
指
導

　

者
の
養
成

　

な
ど

　

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
の
拡
散
し
た
都
市
構
造
か
ら

コ
ン
パ
ク
ト
で
効
率
的
な
都
市
へ

の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
と
地
域
の
生
活
拠
点
が

結
び
つ
き
、
誰
も
が
自
由
に
移
動

で
き
る
ま
ち
に
向
け
た
取
り
組
み

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
水
や
緑

を
生
か
し
た
潤
い
の
あ
る
都
市
基

盤
づ
く
り
と
住
環
境
を
向
上
さ
せ

る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

①
市
街
地
整
備

 

・
計
画
的
な
土
地
利
用
の
促
進

 

・
拠
点
地
区
の
形
成

 

・
ま
ち
な
か
の
拠
点
の
再
生

②
道
路
・
交
通

 

・
人
に
や
さ
し
い
道
路
整
備
の
推

　

進

 

・
公
共
交
通
の
再
生
・
振
興　
な
ど

③
景
観
・
公
園
・
住
宅

 

・
魅
力
あ
る
景
観
の
創
出

 

・
水
や
緑
を

　

生
か
し
た

　

潤
い
の
あ

　

る
環
境
づ

　

く
り

 

・
住
環
境
の

　

向
上

　

地
方
分
権
が
一
層
進
む
中
、
将

来
に
わ
た
り
自
立
し
た
基
礎
自
治

体
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
市
民
や
事
業
者
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

限
ら
れ
た
資
産
を
最
大
限
有
効
活

用
す
る
た
め
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
行
財
政
改
革

を
推
進
し
ま
す
。

①
市
民
主
役
都
市

 

・
地
区
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進

 

・
市
民
協
働
の
推
進　

な
ど

②
行
政
運
営

 

・
柔
軟
で
総
合
的
な
計
画
行
政
の

　

推
進　

な
ど

③
健
全
財
政

 

・
健
全
財
政
の
堅
持　

な
ど

④
市
民
満
足

 

・
市
民
志
向
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス

　

の
充
実　

な
ど

⑤
情
報
公
開

 

・
文
書
事
務

　

の
適
正
化

　

と
政
策
法

　

務
の
推
進

　

な
ど

　
今
後
、
社
会
経
済
環
境
が
変
化

し
て
い
く
中
で
、
総
合
計
画
を
着

実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

市
民
ニ
ー
ズ
や
時
代
の
変
化
に
的

確
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
限
ら
れ
た
予
算
や
人
材
の
適

正
な
配
分
、
効
果
的
・
効
率
的
な

活
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
総
合
計
画
で
掲
げ
る
諸
施
策
を

確
実
に
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、

最
上
位
目
標
や
各
施
策
の
指
標
に

基
づ
く
評
価
結
果
を
毎
年
度
市
民

の
皆
さ
ん
に
公
表
し
、
成
果
や
課

題
を
共
有
し
な
が
ら
、
課
題
解
決

　

問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　
　

☎（
55
）2
7
1
8

　
　

5（
53
）6
6
6
9

   　

Eso-kikaku@div.city.fuji.shizuoka.jp

※
「
第
五
次
富
士
市
総
合
計
画
後

　

期
基
本
計
画
」
は
、
3
月
中
旬

　

か
ら
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
ら

　

ん
に
な
れ
ま
す
。

★
く
ら
し
と
市
政
→
市
政
情
報
→
施
策

　
・
計
画
→
計
画
・
構
想
→
第
五
次
富

　
士
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

★

に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

質
的
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
い
う
傾
向
は
、
本
市
に
お

い
て
も
確
実
に
進
行
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
へ
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
今
後
も
、
本
市
が
厳
し
い
都
市
間
競

争
を
生
き
抜
き
、
持
続
可
能
な
都
市
で
あ

る
た
め
に
は
、
次
世
代
に
向
け
た
社
会
、

生
活
、
教
育
、
雇
用
な
ど
の
環
境
づ
く
り

が
必
要
で
す
。

　

計
画
の
審
議
に
当
た
っ
て
は
、
市
長
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
市
民
や
市
民
団
体
の
代
表

者
、
知
識
経
験
者
な
ど
の
委
員
30
人
で
、

審
議
会
を
延
べ
6
回
開
催
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
委
員
が
専
門
的
な
見
地
や
市

民
の
目
線
か
ら
、
活
発
な
審
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
人
口
減
少
や
厳
し
い
社

会
経
済
情
勢
に
配
慮
し
つ
つ
、
常
に
市
民

の
視
点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。富士市総合計画審議会

会長（常葉大学教授）
小川　浩さん

地
域
の
活
性
化
と

　
　
　
　
　
　

持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
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は
、
無
効
に
な
り
ま
す
。

　

事
例
の
よ
う
な
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
の
場

合
、
申
込
内
容
を
確
認
・
訂
正
で
き
る
画
面

が
な
く
、
年
齢
確
認
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け

な
の
で
契
約
は
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
。
相
手

が
一
方
的
に
金
銭
な
ど
を
請
求
し
て
き
て
も
、

払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
対
応
方
法
】

ポ
イ
ン
ト
１

●
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
を
と
ら
な
い

　

事
業
者
に
連
絡
を
と
る
こ
と
は
、
個
人
情

報
を
伝
え
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
る
た
め
、

や
め
ま
し
ょ
う
。
事
業
者
に
電
話
を
か
け
て

し
ま
い
、
氏
名
、
住
所
、
勤
務
先
な
ど
の
個

人
情
報
を
伝
え
て
し
ま
う
と
、
自
宅
や
職
場

で
も
し
つ
こ
く
嫌
が
ら
せ
を
受
け
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
事
業
者
か
ら
の
請
求
が
し

つ
こ
い
場
合
に
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
電

話
番
号
を
変
え
る
な
ど
の
対
応
策
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
２

●
有
料
の
被
害
救
済
窓
口
に
注
意

　

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

不
安
に
な
っ
た
人
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

被
害
救
済
窓
口
を
検
索
し
、
有
料
の
窓
口
に

依
頼
し
て
、
数
万
円
の
高
額
な
手
数
料
が
発

生
し
た
と
い
う
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
、

慌
て
ず
、
冷
静
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

　

パ
ソ
コ
ン
で
無
料
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
閲

覧
し
て
い
た
。
動
画
を
再
生
し
よ
う
と
再
生

ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
「
18
歳
以
上
で

す
か
」と
聞
か
れ
た
の
で
、「
は
い
」と
ク
リ
ッ

ク
し
た
と
こ
ろ
、
い
き
な
り
「
有
料
会
員
登

録
」
の
画
面
が
表
示
さ
れ
た
。

　

気
が
動
転
し
、
す
ぐ
に
登
録
を
取
り
消
し

た
い
と
思
い
、
記
載
さ
れ
て
い
た
連
絡
先
に

電
話
を
か
け
て
し
ま
っ
た
。
電
話
に
出
た
事

業
者
は
、
規
約
が
書
い
て
あ
っ
た
は
ず
だ
と

言
い
、
15
万
円
を
請
求
し
て
き
た
。
ま
た
、

そ
の
電
話
で
個
人
情
報
を
教
え
て
し
ま
っ
た
。

　

怖
く
な
り
、
事
業
者
の
言
う
と
お
り
に
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
大
手
通
販
会
社

の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
購
入
し
、
そ
の

カ
ー
ド
の
番
号
を
伝
え
る
よ
う
指
示
さ
れ
た

の
で
教
え
て
し
ま
っ
た
。

【
解
説
】

●
消
費
者
に
契
約
意
思
が
な
く
、
単
に
Ｕ
Ｒ

　

Ｌ
や
画
面
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
は
、

　

契
約
は
成
立
し
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
な
ど
の
画
面
を
介
し

て
行
わ
れ
る
消
費
者
と
事
業
者
と
の
契
約
に

つ
い
て
は
、「
電
子
消
費
者
契
約
及
び
電
子

承
諾
通
知
に
関
す
る
民
法
の
特
例
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
申
込

内
容
を
確
認
・
訂
正
で
き
る
画
面
を
設
置
し

て
い
な
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
消
費
者
が
う

っ
か
り
間
違
っ
て
し
て
し
ま
っ
た
申
し
込
み

0

20

40
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80

100

120

140
（件）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
（ 9か月間）

74
96 104

130

ワンクリック請求に関する相談件数推移

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
方
法

　

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
は
、
そ
の
意
味
と
対

応
方
法
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
不
安
に
な
る
こ

と
も
な
く
、
簡
単
に
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
多
く
の
人
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
使
っ

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
な
反
面
、

ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
、
富
士
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
も
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
中
で
特
に
多
い
、「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
」
と

そ
の
他
の
情
報
通
信
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

事
例
と
対
応
方
法

相
談
事
例

事
例
１　

架
空
請
求
メ
ー
ル

　

料
金
が
未
納
で
あ
る
と
い
う
内
容
の

メ
ー
ル
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
届
い

た
。
以
前
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
関
係

か
と
心
配
に
な
り
、
確
認
の
電
話
を
か

け
た
。
相
手
業
者
は
、
商
品
名
を
言
わ

ず
に
、
乱
暴
な

言
い
方
で
「
滞

納
が
あ
る
か
ら

払
わ
な
い
と
裁

判
所
に
訴
え
る
」

と
言
い
、
高
額

な
料
金
を
請
求

し
て
き
た
。

【
対
応
方
法
】

　

こ
の
事
例
は
、
メ
ー
ル
な
ど
で
不
安

を
あ
お
る
請
求
通
知
を
無
差
別
に
送
り

つ
け
、料
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
で
す
。

請
求
の
内
容
に
身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
、

相
手
業
者
に
連
絡
を
と
ら
ず
、
無
視
し

て
く
だ
さ
い
。

慌
て
ず
、
冷
静
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
！

※
あ
ら
か
じ
め
購
入
し
た
カ
ー
ド
の
裏
面
に
記
載
さ

　
れ
た
文
字
列
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
額
面
分
の
金

　
額
が
利
用
で
き
る
カ
ー
ド
。

※
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事
例
２　

光
回
線

　
「
電
話
回
線
の
会
社
を
か
え
る
と
電

話
代
が
安
く
な
る
」
と
い
っ
た
電
話
営

業
を
受
け
、
申
し
込
ん
だ
。
し
か
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
な
い
の
に
、

光
回
線
を
利
用
し
た
電
話
契
約
を
さ
せ

ら
れ
て
い
て
、
以
前
よ
り
１
０
０
０
円

以
上
請
求
金
額
が
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

契
約
を
解
除
し
た
い
。

【
対
応
方
法
】

　

昨
年
2
月
か
ら
、
電
気
通
信
事
業
者

が
、
独
自
の
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
勧
誘

を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
契
約
は
、

複
数
の
契
約
が
存
在
し
て
い
て
わ
か
り

に
く
い
た
め
、
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
は
、
勧
誘
さ
れ
て
も
、
契
約

内
容
を
理
解
し
て
い
な
い
場
合
、
そ
の

場
で
返
事
を
せ
ず
、
よ
く
理
解
し
た
上

で
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
電
気
通
信
事
業
法
等
が
改
正

さ
れ
、
契
約
締
結
書
面
受
領
後
な
ど
か

ら
8
日
間
は
、
消
費
者
が
電
気
通
信
事

業
者
の
合
意
な
く
契
約
解
除
で
き
る「
初

期
契
約
解
除
制
度
」の
導
入
を
は
じ
め
、

い
く
つ
か
の
利
用
者
保
護
制
度
が
、
こ

と
し
の
5
月
ま
で
に
始
ま
る
予
定
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
３

●
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
に

　

張
り
つ
い
た
請
求
画
面
の
削
除

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
を

閉
じ
て
も
繰
り
返
し
表
示
さ
れ
る
請
求
画
面

の
削
除
方
法
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人

情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
無
料
の
削
除
方
法
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Fhttp://w
w
w
.ipa.go.jp

※
「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
」
と
サ
イ
ト
内
検

　

索
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
４

●
「
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
買
っ
て
き
て
」

　

は
詐
欺
！

　

詐
欺
業
者
が
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
大
手
通
販
会
社
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を

購
入
さ
せ
、
そ
の
カ
ー
ド
の
番
号
を
伝
え
る

よ
う
指
示
し
て
く
る
例
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
番
号
を
相
手
に

伝
え
る
こ
と
は
、
購
入
し
た
価
値
（
金
額
）

を
相
手
に
全
て
渡
し
た
こ
と
と
同
じ
で
す
。

後
か
ら
架
空
請
求
に
よ
り
だ
ま
さ
れ
た
こ
と

に
気
づ
い
て
も
、
一
度
相
手
に
渡
し
た
価
値

（
金
額
）を
取
り
戻
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
で

す
。「
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
買
っ
て
き
て
、

そ
の
番
号
を
教
え
て
」と
言
わ
れ
た
ら
、カ
ー

ド
を
買
う
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

１
人
で
悩
ま
ず
、
富
士
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
を

　

富
士
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費

生
活
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
、
契
約
・
解
約

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
消
費
者
か
ら
の
苦
情

相
談
を
、
専
門
の
相
談
員
が
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
悪
質
商
法
か
ら
の
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
要
望
に
応
じ
て
、
お
住
ま
い
の

地
域
や
企
業
・
学
校
な
ど
に
出
向
い
て
、
出

前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
団
体
を
対
象
に

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

と　

き
／
月
～
金
曜
日　

9
～
12
時
、
13
～

　

16
時
（
祝
休
日
は
除
く
）

と
こ
ろ
／
富
士
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市

　

役
所
3
階
北
側
）

相
談
方
法
／
直
接
ま
た
は
電
話
で
富
士
市
消

　

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　

1（
55
）2
7
5
6　

5（
53
）2
8
6
0

問
い
合
わ
せ
　
市
民
安
全
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
55
）2
7
5
0

　

5（
51
）0
3
6
7

事
例
１　

架
空
請
求
メ
ー
ル

　

料
金
が
未
納
で
あ
る
と
い
う
内
容
の

メ
ー
ル
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
届
い

た
。
以
前
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
関
係

か
と
心
配
に
な
り
、
確
認
の
電
話
を
か

け
た
。
相
手
業
者
は
、
商
品
名
を
言
わ

ず
に
、
乱
暴
な

言
い
方
で
「
滞

納
が
あ
る
か
ら

払
わ
な
い
と
裁

判
所
に
訴
え
る
」

と
言
い
、
高
額

な
料
金
を
請
求

し
て
き
た
。

【
対
応
方
法
】

　

こ
の
事
例
は
、
メ
ー
ル
な
ど
で
不
安

を
あ
お
る
請
求
通
知
を
無
差
別
に
送
り

つ
け
、料
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
で
す
。

請
求
の
内
容
に
身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
、

相
手
業
者
に
連
絡
を
と
ら
ず
、
無
視
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
相
談
事
例



続
く
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
下
水
を
く
み
上
げ
る
た
め
の
電

気
料
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
年
々
値
上

が
り
し
、
ま
た
水
道
工
事
費
用
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
平
成
28
〜

32
年
度
の
5
年
間
の
収
支
予
測
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
現
在
の
料
金
を
据
え
置
い
た
ま
ま
事

業
を
行
っ
た
場
合
、
毎
年
度
赤
字
と
な
る
見

込
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
突
発
的
な
自
然
災
害
へ

の
対
応
や
高
度
経
済
成
長
期
に
設
置
し
た
古

い
水
道
管
の
取
り
か
え
、
大
規
模
地
震
に
備

え
た
配
水
タ
ン
ク
や
水
道
管
の
耐
震
化
を
行

う
資
金
が
不
足
し
て
し
ま
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
改
定

　

こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
、「
富
士

市
水
道
事
業
及
び
公
共
下
水
道
事
業
経
営
審

議
会
」
で
審
議
し
た
結
果
、「
各
種
事
業
の

必
要
性
、
経
営
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
水

　
市
は
、
水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
と
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
た
め
、

4
月
1
日
か
ら
水
道
料
金
を
引
き
上
げ
ま
す
。

　
引
き
続
き
安
全
・
安
心
な
お
い
し
い
水
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
た
め
、

さ
ら
な
る
コ
ス
ト
縮
減
と
経
営
の
効
率
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

水
道
料
金
改
定
の
経
緯

水
道
事
業
を
取
り
巻
く
状
況

　

富
士
市
の
水
道
事
業
は
、
富
士
山
の
恵
み

で
あ
る
豊
富
な
地
下
水
を
利
用
し
、
安
く
て

安
全
・
安
心
な
お
い
し
い
水
を
皆
さ
ん
に
提

供
し
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
の
多
く
の
自
治
体
で
は
、
川
や
ダ
ム

の
水
を
安
全
な
飲
料
水
に
す
る
た
め
に
多
額

の
費
用
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
富
士
市
は
、

地
下
水
を
利
用
し
て
い
る
の
で
最
小
限
の
費

用
で
済
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
前
回
（
平
成

9
年
）
の
料
金
改
定
か
ら
こ
れ
ま
で
に
、
職

員
削
減
や
業
務
の
外
部
委
託
な
ど
の
経
費
削

減
に
努
め
、
全
国
で
も
安
い
料
金
を
維
持
し

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
、
節
水
機
器
の
普
及
や

人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
水
道
料
金
の
収

入
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
富
士

市
だ
け
で
な
く
全
国
的
な
現
象
で
、
今
後
も

道
料
金
を
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
5
年
間
の

平
均
で
31
・
92
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
る
こ

と
が
妥
当
で
あ
る
」と
の
答
申
を
得
ま
し
た
。

こ
の
答
申
を
も
と
に
し
た
料
金
改
定
案
が
昨

年
11
月
の
定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
、
平
成

28
年
4
月
1
日
か
ら
料
金
改
定
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す

4
月
1
日
か
ら

家庭の水道料金の移り変わり
　平成9年度当時、一般家庭の水道の利
用は、平均すると１か月に27.8㎥、料
金は2,220円でした。その後、水の使用
が減り、平成26年度には平均20.6㎥、
1,751円となりました。この17年間で
使用する水の量は約7㎥、料金は469円
減りました。

問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
営
業
課

☎（
55
）2
8
4
5　

5（
53
）2
7
4
5

Ejouge-eigyou@
div.city.fuji.shizuoka.jp

　
　

今
後
の
主
な
事
業

　
平
成
28
〜
32
年
度
の
主
な
事
業
の
費
用
は
、

約
70
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

水
道
施
設
の
整
備　

22
億
1
2
6
2
万
円

❶
配
水
池
の
整
備

　

水
源
地
か
ら
直
接
各
家
庭
に
供
給
し
て
い

る
地
域
の
被
災
時
に
お
け
る
リ
ス
ク
解
消
の

た
め
、
新
た
な
配
水
池
を
整
備
し
ま
す
。

❷
施
設
の
統
廃
合

　

新
た
に
水
源
を
設
け
、
供
給
区
域
を
改
善

す
る
こ
と
で
施
設
の
統
廃
合
を
行
い
、
維
持

管
理
費
及
び
電
気
料
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

2,220 2,073 1,960 1,751

27.8 25.3

一般的な家庭での1か月の
水道使用量、水道料金の推移

水道料金（税込み）水道使用量

23.1 20.6

0

5

10

15

20

25

30
（㎥）

H9年度 H15年度 H20年度 H26年度
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
（円）
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※口径とは水道メーターの口径のこと
です。
※口径30mm以上は、市ウェブサイト
をごらんください。
※水道の検針（使用水量の調査）は、
２か月に１回行っています。料金は、
使用水量を２で割り（余りは検針月
に加えます）、それぞれの月分を計算
しています。
※１か月当たりの料金は、①基本料金
と②従量料金の合計です。
※合計額の1円未満は切り捨てます。

①基本料金
 （口径による月ごと
　の定額料金）

口径 旧料金 新料金
13㎜ 648 円 961 円 20 銭
20㎜ 1,026 円 1,533 円 60 銭
25㎜ 1,447 円 20 銭 2,181 円 60 銭

②従量料金
 （月ごとの使用水量
　に応じた料金）
※口径 25㎜以下の
　場合

使用水量 旧料金 新料金
1㎥につき

10㎥まで 0 円（基本料金内）
11 ～ 20㎥ 64 円 80 銭 86 円 40 銭
21 ～ 50㎥ 86 円 40 銭 102 円 60 銭
51 ～ 100㎥ 102 円 60 銭 118 円 80 銭

101㎥～ 118 円 80 銭 129 円 60 銭

1か月当たりの水道料金表（支払いは2か月分）
（税込み）

（税込み）
使用水量 旧料金 新料金 引き上げ額

口径

13㎜

10㎥ 648 円 961 円 313 円
20㎥ 1,296 円 1,825 円 529 円
30㎥ 2,160 円 2,851 円 691 円
40㎥ 3,024 円 3,877 円 853 円
50㎥ 3,888 円 4,903 円 1,015 円

口径

20㎜

10㎥ 1,026 円 1,533 円 507 円
20㎥ 1,674 円 2,397 円 723 円
30㎥ 2,538 円 3,423 円 885 円
40㎥ 3,402 円 4,449 円 1,047 円
50㎥ 4,266 円 5,475 円 1,209 円

1か月当たりの水道料金の比較（支払いは2か月分）

　
　

経
営
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

　
今
後
、
経
営
改
善
の
た
め
に
新
た
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

❶
水
源
地
の
く
み
上
げ
用
ポ
ン
プ
取
り
か
え

の
際
、
使
用
状
況
に
応
じ
た
性
能
の
見
直

し
を
行
い
、電
気
料
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

❷
水
道
管
の
使
用
材
料
を
見
直
し
て
、
費
用

を
削
減
し
ま
す
。

❸
検
針
と
同
時
に
漏
水
調
査
を
行
い
、
異
常

を
早
期
に
発
見
・
修
繕
す
る
こ
と
で
、
水

の
く
み
上
げ
を
最
小
限
に
し
ま
す
。

　
料
金
改
定
の
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
ご
ら
ん
い
た
だ
け
ま
す
。

※
く
ら
し
と
市
政
→
大
切
な
お
知
ら
せ
→
水
道
料

金
の
改
定
に
つ
い
て

❸
地
下
水
へ
の
水
源
転
換

　

川
の
水
を
浄
化
し
供
給
し
て
い
る
地
区
に

つ
い
て
、
地
下
水
源
へ
切
り
か
え
ま
す
。

配
水
設
備
等
の
改
良　

44
億
1
2
7
2
万
円

❶
老
朽
管
の
更
新

　

漏
水
を
防
ぐ
た
め
、
古
い
水
道
管
の
取
り

か
え
を
促
進
し
ま
す
。

❷
施
設
の
耐
震
化

　

水
源
地
、
配
水
タ
ン
ク
、
水
道
管
な
ど
を

大
規
模
地
震
災
害
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
整
備

し
ま
す
。

簡
易
水
道
の
統
合　

3
億
5
3
1
0
万
円

　

市
東
部
11
簡
易
水
道
と
の
統
合
に
向
け
た

整
備
を
行
い
ま
す
。

　新しい水道料金は、口径13mmで20㎥
使用した場合、全国の同規模水道事業体の
中で14位、県内23市では 6 位と、引き続
き上位になる見込みです。

富士市の水道料金
の全国順位は？

下
水
道
使
用
料
の

改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新 
し
い
料
金
は
い
く
ら
に
な
る
の
？

平
成
27
年
度
か
ら

引
き
続
き
使
用
す
る
皆
さ
ん
へ

　

水
道
料
金
が
新
料
金
に
変
わ
る
時
期
は
、

地
区
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

偶
数
月
に
請
求
さ
れ
る
地
区
…

　

6
月
請
求
分
（
3
月
半
ば
〜
5
月
半
ば

の
使
用
）
の
う
ち
、
4
月
半
ば
か
ら
の

使
用
分
か
ら

奇
数
月
に
請
求
さ
れ
る
地
区
…

　

7
月
請
求
分
（
4
月
半
ば
〜
6
月
半
ば

の
使
用
）
か
ら

※
ど
ち
ら
の
地
区
も
4
月
半
ば
ま
で
は
、

旧
料
金
で
計
算
し
ま
す
。

順位 市など 金額（円）
－ 富士市（改定前） 1,296
1 狭山市 1,458
2 秦野市 1,468

… 　 … …

13 桑名市 1,814
14 富士市（改定後） 1,825
15 小牧市 1,863

… 　 … …

90 帯広市（平均的な料金） 2,754

… 　 … …

163 木更津市 4,212
164 山武郡市広域水道企業団 4,228
165 淡路広域水道企業団 4,428

（税込み）

▲全国（富士市と同規模な165の市など）での
水道料金順位（平成27年 4 月 1 日時点のデ
ータをもとにしています）

※

9 広報ふじ 2016年 2月20日号
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証
明
書
の
取
得
方
法

　

3
月
中
旬
〜
4
月
中
旬
は
、
転
入
・
転
出
な
ど
の
手
続
の
た
め
、

市
役
所
2
階
の
市
民
課
窓
口
が
1
年
間
で
最
も
混
雑
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
少
し
で
も
時
間
を
短
縮
で
き
る
証
明
書
の
取
得
方
法

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

取
扱
日
時
／
月
〜
金
曜
日（
祝
休
日
、

　

年
末
年
始
は
除
く
）
8
時
30
分
〜

　

17
時

発�

行
で
き
る
証
明
書
／

　
���

・
戸
籍
全
部（
個
人
）事
項
証
明
書

　

・
印
鑑
登
録
証
明
書

　

・
住
民
票（
除
票
を
含
む
）の
写
し

　

・
身
分
証
明
書

　

・
年
金
現
況
証
明

　

・
所
得
証
明
書

　

・
所
得
課
税
証
明
書

　

・
固
定
資
産
評
価
証
明
書

　

・
固
定
資
産
課
税
証
明
書

　

・
納
税
証
明
書

　

・
軽
自
動
車
車
検
用
証
明
書

各
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を

�

利
用
す
る

休
日
開
庁
を
利
用
す
る

　

毎
月
第
1
日
曜
日（
1
月
は
除
く
）

と
3
月
の
最
終
日
曜
日
は
、
市
民
課

な
ど
の
窓
口
を
開
庁
し
て
い
ま
す
。

3
・
4
月
の
開
庁
日
と
開
庁
窓
口
／

・
3
月
6
日

　

市
民
課
、
収
納
課
、
国
保
年
金
課

・
3
月
27
日
、
4
月
3
日

　

市
民
課
、
国
保
年
金
課
、
こ
ど
も

　

家
庭
課
、
学
務
課

　

※
収
納
課
は
4
月
3
日
の
み
開
庁
。

開
庁
時
間
／
9
〜
16
時

※
一
部
取
り
扱
い
の
で
き
な
い
手
続

　

や
即
日
処
理
で
き
な
い
手
続
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

混
雑
す
る
曜
日
／
月
・
金
曜
日

混
雑
す
る
時
間
／
10
〜
15
時

※
受
付
時
間
は
、
8
時
30
分
〜
17
時

　

15
分
で
す
。

混
雑
が
予
想
さ
れ
る

　
　
　
曜
日
・
時
間
を
避
け
る

【
問
い
合
わ
せ
】　

証
明
に
関
す
る
こ
と

　

市
民
課
　
1（
55
）
2
7
4
7

　
　
　
　
　

 

5（
53
）
2
5
0
0

個
人
番
号
カ
ー
ド
・

通
知
カ
ー
ド
に
関
す
る
こ
と

　
市
民
課
　
☎（
55
）2
9
7
7

税
証
明
に
関
す
る
こ
と

　
収
納
課
　
☎（
55
）2
7
2
9

　
　
　
　
　
5（
55
）0
0
6
3

3
・
4
月
の
手
続
を
ス
ム
ー
ズ
に
！ 証明書の種類 手続できる人 持ち物

 住民票の写し  本人、同一世帯員  本人確認書類
 （運転免許証、保険証など）  住民票の除票の写し  本人、死亡届出人、

 同一世帯員
 戸籍に関する証明
 （戸籍全部事項証明書、
 除籍など）

 本人、配偶者、直系血族、
 養親、養子など
 ※義理の親子は不可。

 本人確認書類
 ※請求する証明書の本籍、筆
　 頭者の確認をします。

 印鑑登録証明書  本人、代理人  印鑑登録証
 ※氏名、住所の確認をします。

手
続
に
必
要
な
も
の
を

　
　
　
あ
ら
か
じ
め
確
認
す
る

　

手
続
内
容
に
よ
っ
て
、
手
続
で
き

る
人
や
必
要
な
持
ち
物
が
異
な
り
ま

す
（
下
表
参
照
）。

　

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
ら
ん
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※

※
く
ら
し
と
市
政
→
く
ら
し
・
手
続
→
登

　
録
・
証
明
→
証
明

　【
税
証
明
に
つ
い
て
は
】

　
く
ら
し
と
市
政
→
く
ら
し
・
手
続
→
税

　
金
→
各
種
証
明
書

手続できる人と持ち物（一例）

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ

ー
ド
）
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

法
改
正
に
よ
り
、
1
月
以
降
、

住
基
カ
ー
ド
の
発
行
や
新
た
な
サ

ー
ビ
ス
の
登
録
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
現
在
お
持
ち
の
住
基
カ

ー
ド
や
利
用
中
の
サ
ー
ビ
ス
（
左

記
参
照
）
は
、
有
効
期
間
中
は
そ

の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

・
身
分
証
明
書
と
し
て
の
使
用

　
（
写
真
つ
き
の
も
の
）

・
証
明
書
自
動
交
付
機
の
利
用

　
（
多
目
的
利
用
登
録
済
み
の
も
の
）

・
有
効
中
の
電
子
証
明
書
の
利
用

※
住
基
カ
ー
ド
と
電
子
証
明
書
の

　

有
効
期
間
は
異
な
り
ま
す
。

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
い
な

い
人

　

通
知
カ
ー
ド
は
、
平
成
27
年
10

月
5
日
時
点
の
住
所
に
、
世
帯
主

宛
て
の
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
し

た
。

　

受
け
取
り
の
な
か
っ
た
通
知
カ

ー
ド
は
市
役
所
で
保
管
し
て
い
ま

す
の
で
、
市
民
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

保
管
期
間
／
3
月
31
日（
木
）ま
で

個
人
番
号
カ
ー
ド
を

　
　
　
　
　
　
　
申
請
し
た
い
人

　

通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て
い

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
考
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
10
月
6
日
以
降
に
住

所
や
氏
名
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た

人
は
、
同
封
の
申
請
書
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
市
民
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
人

　

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
方
法
な
ど

を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
を
随
時
郵

送
し
て
い
ま
す
。
同
封
さ
れ
た
ご

案
内
を
も
と
に
、
手
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

個人番号
氏　　名

生年月日

連絡先

氏　　名

生年月日

住　　所

性　　別

平成5年3月31日

０００００００００００００００００００００００００

０００００００００００００００００００００００００

・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

  ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

  ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

  ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

平成5年3月31日

3月31日まで有効

2026年
セキュリティコード

女

1234

個人番号カード

サインパネル領域

※※※※※※※※※※※※※※※※※※

※※※※※※※※※※※※※※※※※※

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

個人番号　○○○・・・・○○○
生年月日　○年□月△日性　　別　女氏　　名　番号花子住　　所　△県○市□町1-1-1

：

年　　　月　　　日

年　　　月　　　日

年　　　月　　　日

年　　　月　　　日追加ロゴ予備領域

○○○○○○○○○○

1234  5678  9012

QR

個人番号
氏　　名

生年月日

連絡先

氏　　名

生年月日

住　　所
性　　別

平成5年3
月31日

０００００
０００００

０００００
０００００

０００００

０００００
０００００

０００００
０００００

０００００

・●●●●
●●●●

●●●●
●●●●

●●●●
●●●

  ●●●●
●●●●

●●●●
●●●●

●●●●
●●●

・●●●●
●●●●

●●●●
●●●●

●●●●
●●●

  ●●●●
●●●●

●●●●
●●●●

●●●●
●●●

・●●●●
●●●●

●●●●
●●●●

●●●●
●●●

  ●●●●
●●●●

●●●●
●●●●

●●●●
●●●

平成5年3
月31日 3月31日

まで有効

2026年 セキュリテ
ィコード

女

1234

個人番号
カード

サインパ
ネル領域

※※※※
※※※※

※※※※
※※※※

※※

※※※※
※※※※

※※※※
※※※※

※※

※※※※
※※※※

※※※※
※※※※

※※※

※※※※
※※※※

※※※※
※※※※

※※※

▲▲▲▲
▲▲▲▲

▲▲▲▲
▲▲▲▲

▲▲▲▲
▲▲▲▲

▲▲▲▲
▲▲▲▲

▲▲▲▲
▲▲▲▲

▲▲▲▲
▲▲▲▲

個人番号
　○○○・

・・・○○○

生年月日　
○年□月△

日

性　　別　
女

氏　　名　
番号花子

住　　所　
△県○市

□町1-1-1

：

年　　　月　
　　日

年　　　月　
　　日

年　　　月　
　　日

年　　　月　
　　日

追加ロゴ
予備領域

○○○○○

○○○○○

1234  56
78  9012

QR

個
人
番
号
カ
ー
ド
・

通
知
カ
ー
ド
の

ご
案
内



11 広報ふじ 2016年 2月20日号

申
込
方
法

❶
市
が
指
定
す
る
検
査
機
関
（
下
表
参

照
）
に
、
国
民
健
康
保
険
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
を
申
し
出
て
予
約
す
る

❷
助
成
申
請
し
、
助
成
券
を
受
け
取
る

申
請
期
間
／
3
月
23
日
〜
12
月
16
日

8
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
土
・
日

曜
日
、
祝
休
日
は
除
く
）

申
請
場
所
／
国
保
年
金
課
（
市
役
所

3
階
）

持
ち
物
／
保
険
証
、
特
定
健
診
受
診

券
（
40
歳
以
上
で
、
手
元
に
受
診

券
が
届
い
て
い
る
人
。
4
月
下
旬

に
発
送
予
定
）

❸
検
査
機
関
で
受
診
す
る

受
診
期
間
／
4
月
1
日
〜
平
成
29
年

3
月
31
日

持
ち
物
／
❷
で
受
け
取
っ
た
助
成
券
、

保
険
証
、
検
査
機
関
か
ら
届
い
た

問
診
票
・
検
査
用
品
、
自
己
負
担

金
な
ど

※
検
査
機
関
ご
と
に
、
自
己
負
担
額
や

検
査
実
施
日
、
受
入
人
数
、
受
診
期

間
、検
査
項
目
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

　

助
成
の
申
請
は
必
ず
検
査
当
日

ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請

前
に
受
診
し
た
場
合
は
、
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

検査機関一覧

問い合わせ／国保年金課保険給付担当　　　
　　　　　　　155-2751　551-2521

※検査内容については、各検査機関にお問い合わ
せください。

■ 人間ドック
検査機関（住所） 自己負担額 電話

富士市医師会医療センター（伝法2850） 1 万5,040円 52-3111
三村クリニック健康管理センター（永田町2 -60） 1 万5,040円 53-0033
富士健診センター（柚木392-5）※ 1 1 万2,880円 64-4421
宮下医院（平垣本町4-1） 1 万4,000円 61-0376
川村病院（中島327） 1 万6,120円 61-4050
富士いきいき健康サポートセンター（天間1640-1） 1 万5,040円 73-1911
共立蒲原総合病院（中之郷2500-1）※ 2 1 万5,040円 81-3324
新富士病院健康管理センター（大淵3900）※ 1 ※ 3 1 万  800円 36-2211
ふじの町クリニック・健診センター（富士町12-12）※ 1 1 万  180円 32-7812
※ 1 　富士健診センター、新富士病院健康管理センター、ふじの町クリニ

ック・健診センターの胃カメラの経口・経鼻は別料金が発生します
（各3,240円［要予約］）。

※ 2 　共立蒲原総合病院の胃カメラの経鼻は別料金が発生します（1,620円）。
※ 3 　新富士病院健康管理センターは胃の検査方法をレントゲン検査にす

ると、自己負担額が変わります（4,300円）。

対　

象 

（
左
記
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人
）

・
検
査
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
1
年
以
上
富
士

市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、検
査
日
ま

で
引
き
続
き
加
入
し
て
い
る
人

・
平
成
28
年
4
月
1
日
時
点
で
満
20
歳
以
上
の

人
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
該
当
し
な

い
人

・
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人

※
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
は
3
年
に
1
度
で
す
。
平

成
26
・
27
年
度
に
助
成
を
受
け
た
人
は
、
平

成
28
年
度
は
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
年
度
中
に
助
成
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
特
定

健
診
（
40
歳
以
上
の
人
）・
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
一
つ
で
す
。

※
全
て
の
検
査
項
目
を
実
施
し
な
い
場
合
、
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■ 脳ドック
検査機関（住所） 自己負担額 電話

市立中央病院（高島町50） 2 万4,600円 52-1131
聖隷富士病院（南町3-1） 1 万8,400円 52-0780
池辺クリニック（川成新町250） 7,500円 65-0250
富士いきいき健康サポートセンター（天間1640-1）2 万1,000円 73-1911
共立蒲原総合病院（中之郷2500-1） 2 万4,600円 81-3324
ふじの町クリニック・健診センター（富士町12-12） 1 万  200円 32-7812
ももはクリニック石坂（石坂420-1） 1 万9,920円 22-0800

助
成
額
は
、
人
間
ド
ッ
ク
2
万
6
0
0
0

円
、
脳
ド
ッ
ク
3
万
3
0
0
0
円
の
定
額

助
成
で
す
。
ド
ッ
ク
費
用
の
総
額
か
ら
助

成
額
を
引
い
た
金
額
が
自
己
負
担
額
に
な

り
ま
す
。

平
成
28
年
度　

富
士
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
対
象

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
助
成

検
査
項
目

　
（
各
機
関
に
共
通
す
る
も
の
）

〈
人
間
ド
ッ
ク
〉

問
診
・
診
察
、
身
体
計
測
、
血
圧
測

定
、
視
力
・
聴
力
検
査
、
腹
部
超
音

波
検
査
、心
電
図
検
査
、眼
底
検
査
、

肺
機
能
検
査
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
、
上

部
消
化
管
検
査
、
血
液
検
査
、
尿
検

査
、
便
潜
血
検
査

※
前
立
腺
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
を
受
け
ら
れ
る
検
査
機
関
も
あ

り
ま
す
。

〈
脳
ド
ッ
ク
〉

問
診
・
診
察
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
、

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
心
電
図
検

査
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
、
眼
底
検
査
、

尿
検
査
、
血
液
検
査

後期高齢者医療制度の被保険者（75歳以上の
人と、65歳以上で一定の障害のある人）で、保
険料を完納している人は、人間ドック・脳ドッ
クどちらかの助成を受けられます。ただし、同
じ年度中に健康診査を受けると、ドックの助成
は受けられません。申込方法や検査項目、自己
負担額は国民健康保険の加入者と同じです。

詳しくは、国保年金課 高齢者医療担当にお問
い合わせください（☎55-2754）。

後期高齢者の皆さんへ

！
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▲初日の出を楽しむ来場者

　

地
上
40
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
あ
る
市

庁
舎
屋
上
を
、
元
旦
に
特
別
開
放
し
ま

し
た
。
こ
と
し
は
初
め
て
人
数
制
限
を

せ
ず
に
実
施
し
、
6
時
の
入
場
開
始
か

ら
の
2
時
間
で
、
昨
年
よ
り
3
0
0
人

以
上
多
い
5
7
3
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

澄
み
切
っ
た
空
気
の
中
、
来
場
者
は

屋
上
東
側
で
、
カ
メ
ラ
を
構
え
た
り
、

親
子
で
肩
車
を
し
た
り
し
て
、
初
日
の

出
の
瞬
間
を
待
ち
ま
し
た
。
7
時
ご
ろ

に
伊
豆
の
山
々
に
か
か
る
雲
の
す
き
間

か
ら
太
陽
が
あ
ら
わ
れ
る
と
、
大
き
な

歓
声
が
上
が
り
、
来
場
者
は
美
し
い
光

景
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

富士山と初日の出を楽しむ

富
士
山
と
、
初
日
の
出
in
Mミ

エ

ル

ラ

i
e
r
u
l
a

1
月
１
日　

市
庁
舎
屋
上

▲初日の出と大漁旗を掲げた漁船によるパレード

初日の出と漁船パレードに歓声

田
子
の
浦 

元
旦 

初
日
の
出
海
上
パ
レ
ー
ド

1
月
1
日　

田
子
の
浦
海
上

　

こ
と
し
1
年
の
シ
ラ
ス
豊
漁
を
祈
願

し
、
田
子
の
浦
漁
業
協
同
組
合
所
属
の

漁
船
が
海
上
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　

ふ
じ
の
く
に
田
子
の
浦
み
な
と
公
園

に
は
、
初
日
の
出
や
漁
船
パ
レ
ー
ド
を

見
よ
う
と
、
多
く
の
人
が
詰
め
か
け
ま

し
た
。
日
の
出
時
刻
の
お
よ
そ
30
分
前

に
は
、
約
20
そ
う
の
漁
船
が
列
を
な
し

田
子
の
浦
港
外
に
出
た
後
、
港
内
を
周

回
し
ま
し
た
。

　

日
の
出
が
見
え
る
と
、
訪
れ
た
人
は

歓
声
を
上
げ
、
輝
く
朝
日
や
大
漁
旗
を

掲
げ
た
漁
船
、
日
の
光
に
染
ま
っ
た
富

士
山
を
写
真
に
お
さ
め
て
い
ま
し
た
。

     1月のできごと

12

　

「
富
士
市
消
防
出
初
式
」
は
、
消
防

職
団
員
の
士
気
の
高
揚
や
、
市
民
の
消

防
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、
安

全
意
識
の
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
式
典
や
分
列
行
進
、
消

防
演
技
な
ど
を
実
施
。
市
庁
舎
で
の
火

災
発
生
を
想
定
し
た
消
防
救
助
演
技
で

は
、
救
助
隊
や
消
防
防
災
航
空
隊
に
よ

る
機
敏
な
救
助
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
高
さ
30
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

壁
面
を
消
防
隊
員
が
一
気
に
降
下
す
る

と
、
観
客
か
ら
驚
嘆
の
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

富
士
市
消
防
出
初
式

1
月
10
日　

市
役
所
駐
車
場
ほ
か

新年の安全を願って

▲▶救助隊と消防防災航空隊に
　　よる「消防救助演技」



広報ふじ 2016 年 2月20日号13

　
「
富
士
市
成
人
式
」
が
行
わ
れ
、
新

成
人
1
9
7
2
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
は
、「
歩

あ
ゆ
み　

20
年
の
歩
み
を
振
り
返

り
、こ
れ
か
ら
を
歩
む
」
を
テ
ー
マ
に
、

新
成
人
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
実
行
委

員
会
に
よ
り
企
画 

・
運
営
さ
れ
、
20
年

間
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
の
上
映
や
高

校
の
応
援
委
員
会
に
よ
る
エ
ー
ル
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
の
午
前
中
に
は
、「
富
士

川
地
区
成
人
式
」
と
「
松
野
地
区
成
人

を
祝
う
会
」
が
行
わ
れ
、
郷
土
愛
を
再

確
認
す
る
と
と
も
に
新
成
人
の
誓
い
を

胸
に
、大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

新成人の門出を祝う

▲富士市成人式実行委員長
　望月さんの挨拶
◀恩師への感謝（松野地区）

富
士
市
成
人
式　

　
　
　

1
月
10
日　

ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー

知的好奇心をくすぐる理科教室

「
く
ら
り
か
静
岡
」
理
科
教
室

1
月
12
・
13
日　

富
士
第
一
小
学
校

　

「
く
ら
り
か
」
は
、
東
京
工
業
大
学

の
同
窓
会
（
蔵く

ら

前ま
え

工
業
会
）
の
シ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
同
窓
会
有

志
が
、
理
科
好
き
な
子
ど
も
を
ふ
や
し

た
い
と
願
い
、
全
国
各
地
の
小
学
校
で

理
科
の
出
前
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

富
士
第
一
小
学
校
5
年
生
1
2
4
人

を
対
象
に
し
た
教
室
で
は
、「
く
ら
り
か

静
岡
」
の
メ
ン
バ
ー
6
人
が
、
水
面
を

水
蒸
気
の
力
で
走
る
「
ポ
ン
ポ
ン
蒸
気

船
」
の
原
理
を
説
明
。
児
童
は
、
自
作

し
た
船
を
実
際
に
走
ら
せ
な
が
ら
、
水

の
三
態
（
固
体
・
液
体
・
気
体
）
や
水

蒸
気
の
動
力
利
用
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

     1月のできごと

▲「ポンポン蒸気船」を走らせる実験に熱心に取り組む子ど
　もたち

建設工事の安全と早期完成を祈る

▲安全と早期完成を祈るくわ入れ式
　　　　　　　　合同安全祈願祭▶

　

県
道
富
士
由
比
線
「（
仮
称
）
新
々

富
士
川
橋
」
の
合
同
安
全
祈
願
祭
と
起

工
式
が
建
設
現
場
（
岩
本
）
で
行
わ
れ
、

平
成
30
年
代
半
ば
の
完
成
を
目
指
し
て

建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

全
体
の
整
備
区
間
1
4
0
0
メ
ー
ト

ル
の
う
ち
、
橋
り
ょ
う
部
は
約
7
4
0
メ

ー
ト
ル
で
、岩
本
（
左
岸
）
と
木
島
（
右

岸
）
を
結
び
ま
す
。
こ
の
橋
に
は
、
富

士
川
橋
周
辺
の
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の

緩
和
、
災
害
時
の
避
難
路
・
緊
急
物
資

の
輸
送
路
の
確
保
、
地
域
間
交
流
の
促

進
と
社
会
経
済
活
動
の
活
性
化
な
ど
の

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
仮
称
）
新
々
富
士
川
橋
起
工
式

   

1
月
30
日　

富
士
川
左
岸
河
川
敷
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皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
を
い
た
だ

く
た
め
、
市
内
の
文
化
・
教
育
・
福
祉
・
生
活
・
環
境
な
ど

の
公
共
施
設
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
案
内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
広
報
広
聴
課
　

　
　   

　
1（
55
）
2
7
3
6

　
　

   　

5（
51
）
1
4
5
6

団
体
・
グ
ル
ー
プ
対
象

・
実
施
日
／
下
表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

・
時
　
間
／

　
　

1
日
コ
ー
ス（
9
〜
14
時
）

　
　

半
日
コ
ー
ス（
9
〜
12
時
）

・
コ
ー
ス
／
実
施
日
の
1
か
月
前
ま
で
に

　
　

見
学
場
所
の
希
望
を
伺
い
、
相
談
の

　
　

上
、
決
定
し
ま
す

・
対
　
象
／
市
内
の
10
〜
21
人
の
団
体
・

　
　

グ
ル
ー
プ（
企
業
・
営
利
団
体
は
除
く
）

・
参
加
費
／
無
料

※
自
家
用
車
な
ど
で
追
走
は
で
き
ま
せ
ん

※
見
学
終
了
後
、
参
加
者
全
員
に
ア
ン
ケ

　

ー
ト
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

。

個
人
対
象

　

1
人
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
（
応

募
者
多
数
の
場
合
、
初
め
て
の
人
を
優
先

し
、
抽
せ
ん
）。

・
実
施
日
／
5
月
26
日（
木
）

　
　
　
　
　

8
月
30
日（
火
）

※
コ
ー
ス
や
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は

　

実
施
日
の
前
月
の
「
広
報
ふ
じ
」
で
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

、

 

5月 10（火）12（木）17（火）19（木）24（火）

6月  2 （木）14（火）16（木）22（水）28（火）

7月 25（月）27（水）

8月 18（木）23（火）25（木）

9月
 6 （火） 8 （木）13（火）

15（木）27（火）29（木）

公共施設見学に参加しませんか？

【
狭き

ょ
う

あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
】

み
ん
な
の
力
で
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
と
は

狭
あ
い
道
路
と
は
、
一
般
の
通
行
に

使
用
さ
れ
て
い
て
、
建
物
が
立
ち
並
ん

で
い
る
幅
1
・
8
メ
ー
ト
ル
以
上
4

メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
路
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
道
路
の
幅
を
4
メ
ー

ト
ル
以
上
確
保
で
き
る
よ
う
、
狭
い
道

路
に
面
し
た
敷
地
を
持
っ
て
い
る
人
に
、

門
や
塀
な
ど
を
移
設
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
土
地
（
後
退
用

地
）
を
市
が
整
備
し
、
道
路
の
幅
を
広

げ
て
い
く
も
の
で
す
。

■
事
業
の
状
況

期　

間
／
平
成
16
年
10
月
1
日
〜
平
成

27
年
12
月
末
現
在

事
前
協
議
件
数
／
1
9
6
1
件

拡
幅
整
備
し
た
道
路
／
約
25
キ
ロ
メ
ー

ト
ル

★
市
内
に
は
、
幅
が
4
メ
ー
ト
ル
に
満

た
な
い
狭
い
道
路
が
ま
だ
多
く
あ
り

ま
す
。

こ
ん
な
と
き
に
事
業
を
行
い
ま
す

◎
狭
あ
い
道
路
に
接
す
る
敷
地
で
、
建

物
の
新
築
や
増
改
築
を
す
る
場
合

　

建
築
確
認
申
請
を
提
出
す
る
前
に
、

建
築
主
と
市
が
、
拡
幅
整
備
の
方
法
や

用
地
の
管
理
方
法
・
助
成
内
容
に
つ
い

て
事
前
協
議
を
行
い
ま
す
。

◎
狭
あ
い
道
路
に
接
す
る
敷
地
の
地
権
者

が
、
建
物
の
新
築
や
増
改
築
の
予
定
が

な
く
て
も
道
路
拡
幅
を
希
望
す
る
場
合

　

道
路
を
拡
幅
す
る
前
に
、
地
権
者
と

市
が
事
前
協
議
を
行
い
ま
す
。

◎
狭
あ
い
道
路
の
連
続
し
た
区
間
（
交

　

差
点
か
ら
交
差
点
ま
で
）
を
一
体
的

　

に
拡
幅
整
備
す
る
こ
と
に
地
域
の
皆

　

さ
ん
の
協
力
が
得
ら
れ
た
場
合

　

地
権
者
代
表
と
市
が
事
前
協
議
を
行

い
ま
す
。

■
拡
幅
整
備
へ
の
助
成
を
し
ま
す

　

後
退
用
地
を
市
に
寄
附
し
て
い
た
だ

け
る
場
合
に
は
、
後
退
用
地
内
に
あ
る

門
や
塀
な
ど
を
取
り
除
く
費
用
や
、
新

設
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

拡幅前

拡幅後

　

問
い
合
わ
せ
／
建
築
指
導
課　

　
　
　
　
　

☎（
55
）2
9
0
3　

　　　　　　　　　　

5（
53
）2
7
7
3

見学実施日（前期：5 〜 9 月）

　

狭
い
道
路
は
救
急
車
や
消
防
車
が
入
り
に
く
く
、
住
環
境
や
防
災
上
の
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

前期

 【
申
し
込
み
】

　
見
学
を
希
望
す
る
団
体
の
代
表
者
が
、

次
の
日
程
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

同
一
団
体
の
申
し
込
み
は
年
1
回
で
す

と
　
き
／
4
月
6
日（
水
）

　

受
付　

9
時
〜
9
時
15
分
（
厳
守
）

と
こ
ろ
／
市
役
所
8
階
第
2
会
議
室

※�

希
望
日
が
重
複
し
た
場
合
、
抽
せ
ん

を
行
い
ま
す
。
必
ず
第
2
・
第
3
希

望
日
ま
で
検
討
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
後
期（
10
〜
3
月
）の
募
集
は
、
広
報

　
ふ
じ
6
月
20
日
号
に
掲
載
予
定
で
す
。 。

21団体
を募集
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税理士による税務相談（無料）

市民安全課　155-2750
市民相談の充実を図るため、 4 月

から新たに税理士による税務相談を
実施します。
と　き／毎月第 2 ・第 4 火曜日　

13:00～15:00
※祝休日、年末年始、毎年 2 月中旬

～ 3 月中旬は除く。
ところ／市役所 3 階市民安全課
内　容／国税・地方税など税全般の相談
相談員／東海税理士会富士支部に所

属する税理士
対　象／市内在住の人
定　員／ 1日 4人まで（ 1 人30分程度）
申し込み／ 3 月 7 日bから受け付け

ます。土・日曜日、祝休日を除く
8:30～17:15に、電話で市民安全課
へ（実施日の前週の木曜日まで受付）

平成28年　富士市消防出初式
写真コンテスト審査結果

消防総務課　155-2851
賞 題　名 氏名［敬称略］

市長賞 式典スタート 川口廣
ひ ろ

男
お

（久沢）

議長賞 観閲 池田智
ち

昭
あ き

（宮島）

消防長賞 出初めファン
ファーレ 荻田長蔵（大淵）

消防団長賞 富士市消防
隊三輪組 仁藤政孝（富士見台）

防火協会長賞 一斉放水 野口勝子（西柏原新田）

奨励賞

頭右 望月重房（天間）
もうすぐだ
頑張れ 平野岩夫（森下）

戦い終えた
ヒロイン 鈴木　篤（吉原）

仲良し 3 兄弟 髙橋正雄（中里）

躍動！ 原田光
みつろう

郎（富士見台）

15

お 知 ら せ

中央図書館　151-4946
日 場所と貸し出し開始時刻

1・15日c
ハックドラッグ川成島店第 2 駐車場（14:00）
JA富士市竪堀支店駐車場（15:00）

2・16日d
駿河台団地（ 2 日の14:15のみ）
富士見台市営住宅集会所前（15:00）

3・17日e
滝戸団地内（14:00）
岩本山団地集会所前（15:00）

4・18日f

セブン-イレブン中里店（10:00）
マックスバリュ富士江尾店駐車場（11:00）
加島の郷（ 4 日の14:15のみ）
四丁河原南公会堂駐車場（15:00）

5・19日g
鈴川中町フードランド前（10:00）
松野まちづくりセンター（19日の14:00のみ）

10・24日e 歴史民俗資料館駐車場（15:00）

12・26日g
しらすの八幡加工センター駐車場（10:00）
ききょうの郷駐車場（12日の14:00のみ）
富士南まちづくりセンター（15:00）

23日d 青葉台まちづくりセンター（15:00）

休館日／ 7・14・22・25・28日
※都合により中止・変更する場合があります。

移動図書館車ふじ号の巡回日程3月

献血にご協力を

福祉総務課　155-2757
3月の献血
日 場　　所 時　間

3日e 市役所駐車場

9:30～16:00
（昼休み12:00～13:15）

13日a
ジャンボエンチョー

富士店駐車場
17日e

市役所駐車場
31日e

おでかけミュージカル
「B

バ ー ス デ イ

irthday」
ロゼシアター　160-2500

と　き／ 3 月27日a　開場12:30
　開演13:00
ところ／鷹岡まちづくりセンター
入場料／無料（当日直接会場へ）

〜里親を求める運動〜 
新規里親説明会
こども家庭課　155-2763

と　き／ 3 月13日a　13:00～16:00
ところ／県富士総合庁舎 2 階富士児

童相談所会議室
内　容／里親制度の説明、個別相談会
申し込み／当日直接会場へ
問い合わせ／富士児童相談所 

 165-2141

市庁舎・水道庁舎 
レイアウトの変更
上下水道総務課　155-2843

4 月 1 日fから市役所の組織を一
部変更することに伴い、市庁舎・水
道庁舎のレイアウトを一部変更しま
す。詳しくは、上下水道総務課に問
い合わせるか、市ウェブサイトをご
らんください。
① 3 月14日b ～

② 3 月28日b ～

外
が い

国
こ く

人
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 Efils@div.city.fuji.shizuoka.jp

岳南電車まつり
と　き／ 3 月20日a　10:00～15:00

（飲食ブースは10:00～18:00）
ところ／岳南江尾駅
内　容／電車乗り方教室、ペーパ

ーキット作り方教室、ジオラマ
展示、ミニ岳南電車乗車体験など

※詳しくは、岳南電車ウェブサイ
トをごらんください。

問い合わせ／岳南電車1鉄道課
（平日9:00～17:00） 153-5111 
吉原駅（土・日曜日、祝休日9:00
～17:00） 133-0510
Bhttp://www.fujikyu.co.jp/gakunan/home.html

部署名 移動場所
上下水道営業課水道
お客様担当・下水道
使用料担当

水道庁舎 5 階

上下水道営業課給水
装置担当・水道工務
課維持担当

水道庁舎 4 階

上下水道総務課契約
管財担当・上下水道
経理課

市役所 6 階会
議室

部署名 移動場所

上下水道総務課契約
管財担当・上下水道
経理課

市役所 5 階北側

3 月 の 納 期
3月15〜31日

後期高齢者医療保険料　第 8 期
国保年金課　155-2754

日曜・夜間納税相談
3月 6日A� 9:00〜16:00
3月15日C� 17:15〜19:00

収納課　155-2730
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広報広聴課　155-2736

次の案件を策定するに当たり、皆さんの意見を募集します。
案件名／富士市多文化共生推進プラン

募集期間／ 3 月 1 ～31日
提出方法／直接または郵送・FAX・Eメール・市ウェブサイ

トの専用フォームで、〒417-8601　富士市役所多文化・
男女共同参画課国際交流室へ

※詳しくは、募集開始日以降に、多文化・男女共同参画課
国際交流室、中央図書館及び各地区まちづくりセンター
にある資料、市ウェブサイトのパブリック・コメントコ
ーナーをごらんください。

パブリック・コメント募集 〜市政への意見反映制度〜

内　容／多文化共生の時代に対応し、日本人や外
国人という国籍の隔てなくともに支え合い、心
通い合う共生のまちづくりを進めるための計画
を策定します。
担　当／多文化・男女共同参画課国際交流室 

 155-2704　555-2864 
 Esi-kokusai@div.city.fuji.shizuoka.jp

募 　 集富士ふれあいウォーク参加者

りぷす富士（温水プール）　136-2131
と　き／ 5 月22日a　受付　7:00～
スタート　8:20　※雨天決行。
集合場所／富士総合運動公園陸上競技場
コース／Ａ10キロメートル（茶畑コ

ース）Ｂ20キロメートル（丸火自
然公園・笹場コース）
対　象／ Ａ 4 時間以内で歩ける人　

Ｂ 6 時間以内で歩ける人
定　員／ＡＢ合計 700人（先着順）
参加費／1,000円（小学生以下は無料）
申込期間／ 3 月11日～ 4 月10日
※申込方法など詳しくは、温水プー

ルへ。

児童館補助職員

こども未来課　155-2731
勤務地／市内の児童館（広見児童館、

ぐるん・ぱ　よねのみや、東部児
童館）のいずれか
募集人員／ 1 人
業務内容／子どもへの遊びの指導や

行事などを行う児童館職員の補助
勤務時間／土・日曜日のいずれか及

び平日（不定期）月 3 ～ 4 日程度
の9:00～17:00
賃　金／日額6,850円
雇用期間／ 4 月 1 日～平成29年 3 月

31日
申し込み／ 3 月18日fまでに、市販

の履歴書に必要事項を記入し、直
接こども未来課へ

富士市住民歯科会議委員 
健康ふじ21推進会議委員

健康対策課　164-9023
①富士市住民歯科会議委員
定　員／ 3 人
任　期／ 7 月 1 日～平成30年 6 月30日

の 2 年間
②健康ふじ21推進会議委員
定　員／ 5 人
任　期／ 4 月 1 日～平成30年 3 月31日

の 2 年間
‥‥①②とも‥‥

報　酬／会議 1 回につき7,000円
応募資格／市内在住の18歳以上（高

校生は除く）で、会議（平日の昼
間①年 1 回②年 2 回程度）に出席
できる人（応募者多数の場合書類
選考）
申し込み／ 3 月22日（火）（消印有効）

までに、申込書（健康対策課で配
布、市ウェブサイトでダウンロー
ド可）に必要事項を記入し、①歯
の健康、②健康づくりに関する意
見・感想・経験・応募動機などを
各400字程度にまとめたものを添
えて、郵送またはFAX・Eメール
で、〒416-8558　本市場432-1　フ
ィランセ健康対策課へ 564-7172 
Eho-kenkou@div.city.fuji.shizuoka.jp

自衛隊幹部候補生

市民課　155-2746
募集種目／①一般・歯科薬剤科 

　　　　②医科・歯科幹部
受付期間／ ① 3 月 1 日～ 5 月 6 日  

② 4 月22日fまで
問い合わせ／自衛隊富士地域事務所 

 151-1719

地域包括支援センター職員

高齢者介護支援課　155-2951
募集職種／①保健師または経験のあ

る看護師②保健師または経験のあ
る看護師・社会福祉士③主任介護
支援専門員
勤務地／①吉原中部地域包括支援セ

ンター（比奈1481-2）②富士北部地
域包括支援センター（本市場新田
32-5）③西部地域包括支援センター
（横割本町2-17）

‥‥①〜③とも‥‥
募集人数／各 1 人
勤務時間／月～金曜日　8:30～17:30
申し込み・問い合わせ／ 3 月15日c

までに、電話で高齢者介護支援課
へ

富士市 3 on 3 バスケットボール
選手権大会参加チーム

スポーツ振興課　153-6045
と　き／ 3 月27日a　9:30～
ところ／富士総合運動公園体育館
部　門／①一般（高校生を含む）②中

学生男・女③ミニバス男・女
チーム構成／ 1 チーム 5 人まで（中

学生は保護者の同意が必要）
参加費／①4,000円　②③各2,000円
申し込み・問い合わせ／ 3 月18日f

（必着）までに、申込用紙（温水
プール、市立富士体育館、市立富
士川体育館などで配布）に必要事
項を記入し、郵送またはFAXで、
〒417-0046　青島216-15　富士市
バスケットボール協会事務局代理　
福井　方へ 1・553-6588

お詫びと訂正
　広報ふじ 2月 5日号の14ページに
掲載の自衛官採用制度説明会の開
催場所に誤りがありました。 
誤）富士北まちづくりセンター
正）富士駅北まちづくりセンター
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りぷす富士　各種教室

温水プール　136-2131　市立富士川体育館　181-2111　市立富士体育館　153-0900
富士市交流プラザ　165-5523　ラ ･ ホール富士　153-4300

教　　室 申込先・会場 受付日
①心と身体のためのヨガ教室②ボディーコンデ
ィショニング教室③ヨガ教室④エイジケアスタ
イルアップ教室⑤エアロビクス教室⑥スマート
ボディーサポート教室⑦水中エアロビクス教室
⑧親子水泳教室⑨成人水泳教室⑩女性水泳教室
⑪小学生水泳教室

温水プール

3 月 6 ～12日

①体力復活トレーニング教室②中高年のための
筋力トレーニング教室③リラックスヨガ教室④
女性のためのジャズダンス教室

市立富士川体育館

①ぴんしゃん健康体操教室②ズンバフィットネ
ス教室③美姿UPフィットネス教室④フィット
ネスボール体操教室⑤ほのぼの健康体操教室

①～④市立富士
体育館⑤富士柔
剣道場

①～④ 3 月 6 ～
12日⑤ 3 月16日
の9:00～11:00に
直接富士柔剣道
場へ

①温巡ヨガエクササイズ②美活コアトレエクサ
サイズ③ファイティングボクササイズ④カラダ
絞りま専科エクササイズ⑤腰痛・肩こり解消教
室⑥お腹まわりのシェイプアップ⑦ベーシック
ヨガ⑧ジャズダンス教室⑨女性のためのこころ
とからだのヨガ⑩二胡教室

富士市交流プラザ

3 月 7 ～13日①さわやかエアロ＆ヨガ教室②エアロ＆コンデ
ィショニング教室③スマート健康体操教室④ス
テキな体つくり～代謝UPトレーニング教室⑤
体幹筋トレ術⑥ヨガ教室⑦ピラティス教室⑧フ
ラダンス教室⑨インターネット活用教室⑩はじ
めてのパソコン教室

ラ･ホール富士

※申込方法、受講料など詳しくは、りぷす富士ウェブサイトをごらんにな
るか、各申込先へ。 Bhttp://www.fuji-kousya.jp

家具固定ボランティア講座（無料）

ボランティアセンター　164-7100
と　き／ 3 月11・18・25日の毎週金

曜日　各19:00～21:00　計 3 回
ところ／フィランセ東館 3 階ボラン

ティアルーム
内　容／東海地震への備えと家具固

定の必要性・家具固定に必要な知
識に関する講義、実習など
定　員／20人（応募者多数の場合抽せん）
申し込み／ 3 月 4 日fまでに、電話ま

たはFAX・Eメールに住所、氏
ふ り

名
が な

、
年齢、性別、連絡先を記入し、ボラ
ンティアセンターへ 564-9040

� Evc@fujishishakyo.com

農家の食と年中行事

市立博物館　121-3380
と　き／ 3 月21日b　振替休日　

9:00～13:00
ところ／広見公園内旧稲垣家住宅
内　容／県民俗学会のメンバーを講

師に招き、ぼた餅をつくる
対　象／小学生以上
定　員／13人（先着順）
参加費／300円
申し込み／ 3 月 6 日aの9:00から受

け付けます。直接または電話で市
立博物館分館 歴史民俗資料館へ

17

富士警察署管内事件・事故
空き巣、忍び込みの被害を防止するた

め、外出時、就寝時には、必ず戸締りを確
認し、補助ロックなどを活用しましょう。
事件情報�〈平成27年12月末現在暫定値〉

年間累計 昨年比
全刑法犯罪 1,843件 - 58件
忍び込み 37件 - 8件
空き巣 29件 - 17件
オートバイ盗 176件 + 22件
自転車盗 248件 - 37件
事故情報� 〈1月末現在〉

年間累計 昨年比
件　数 189件 - 34件
死　者 1人 - 1人
負傷者 255人 - 21人
安全を�つなげて広げて�事故ゼロへ

レッツ・エンジョイ ラジオ体操 
(ラジオ体操講習会)(無料)

スポーツ振興課　155-2722
と　き／ 3 月14日b　19:00～20:30
ところ／市立富士体育館
対　象／市内在住・在学・在勤の人
持ち物／体育館シューズ、タオル、

飲み物など
申し込み・問い合わせ／ 3 月 7 日b

までに、電話またはFAX・Eメー
ルに住所、氏

ふ り が な

名、電話番号、年齢、
性別を記入し、富士市スポーツ推
進委員会　佐藤　方へ 
 1080-6956-0091　552-4834 
 Efg552885@yg7.so-net.ne.jp

講座・教室

ぜん息児水泳教室（無料）

保健医療課　155-2739
と　き／ 5 月～平成29年 2 月の水曜

日　18:30～20:00　計30回（予定）
ところ／富士総合運動公園温水プール
対　象／平成16年 4月 2 日～平成23

年 4 月 1 日に生まれた、市内在住
の気管支ぜん息児童（主治医の意
見書と保護者の送迎・見学が必要）
定　員／90人（応募者多数の場合抽

せん。ただし、現在治療中の人を
優先）
申し込み／3月25日f（必着）まで

に、電話または、はがきに住所、
参加児童の氏

ふ り

名
が な

・生年月日、保護
者の氏

ふ り

名
が な

、電話番号、教室名を記
入し、〒417-8601　富士市役所保
健医療課へ

ハンセン病にかかったことはありませんか？ 
〜補償金の申請手続期限は 3 月31日（木）です〜

過去にハンセン病にかかったことがある人には、国から補償金（和解一
時金）が支払われます。手続期限は 3 月31日eです。訴訟の手続が必要
なので、余裕をもってご相談ください。
※既に亡くなった人、療養所に入所したことがない人も対象です。
※既に国から補償金（和解一時金）を受け取った人は、対象になりません。
【相談窓口】　  公益財団法人　沖縄県ゆうな協会　1098-832-9528
　　　　　　　法律事務所　　1098-938-4381
　　　　　　　厚生労働省（難病対策課）103-5253-1111（内線2369）



博 館物

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～18:00

問い合わせは

16

水

荒沢不動尊例大祭（北松野）
離乳食講習会・ごっくん期★
結婚相談★

17

木

献血●→P15
1 歳 6 か月児健診★
人権相談★　　� ［彼岸入り］

18

金

市立幼稚園卒園式
3歳児健診★

19

土

小・中学校卒業式、終了式
認知症サポーター養成講座★
食育の日

20

日

ふるさと芸能祭写真コンテスト作品発表展示（中央図
書館）〜27日　　岩本山「春の市」（岩本山公園）
中里慶

けい

昌
しょう

院
いん

の弘法さん　　岳南電車まつり（岳南江尾駅）→P15　　
麻薬・覚せい剤撲滅の日� ［春分の日］

21

月 　　　　　　　　
　［振替休日］［世界ダウン症デー］

22

火

普通救命講習■
労務相談●

23

水

結婚相談★
ふじのくに地産地消の日

24

木

人権相談●

　　　　　　　　　　　　　　　　［世界結核デー］
25

金

全日本少年春季軟式野球大会（富士球場）〜28日
夜間納税相談●
行政相談●

26

土

市立保育園卒園式
広見さくら祭り

27

日

穴原の天神さん（大淵）
おでかけミュージカル「B

バ ー ス デ イ

irthday」（鷹岡まちづくりセン
ター）→P15　　市民課など窓口開設●→P10
結婚相談★

28

月

神谷の不動さん
ロゼシアター臨時休館日〜29日

29

火
30

水

結婚相談★

31

木

後期高齢者医療保険料第 8期納期限
献血●→P15

平
成
28
年
2
月
20
日
号
（
毎
月
5
日
・
20
日
発
行
）

陶芸歳時器から
「鯉

こい

のぼり」

3月の

1

火

富士市立高校卒業式
五軒屋の稲荷さん（中丸）　　すくすく赤ちゃん講座★
子どもの予防接種週間〜 7日　　女性の健康週間〜 8日
春季富士市火災予防運動〜 7日

2

水

離乳食講習会・ごっくん期★
結婚相談★

3

木

献血●→P15　　１歳 6か月児健診★
人権相談★
愛の援聴週間〜 9日� ［耳の日］

4

金

3 歳児健診★

5

土

観梅ウエディング 2016（岩本山公園）
市立看護専門学校卒業式
C
クリック

ric（クリケット）F
フェスタ

esta 2016（富士川緑地）〜 6日
富士市中学生招待サッカー大会（富士川緑地ほか）〜 6日

6

日

リオ・パラリンピック水泳競技選考会（県富士水泳場）
東比奈 2丁目医王寺の初薬師　　善得寺まつり（今泉 5）　　
田子浦みなとマラソン大会　　市民課など窓口開設●→P10
日曜納税相談●→P15　　津波対策推進旬間〜15日

7

月

離乳食講習会・かみかみ期★

8

火

普通救命講習■　　まちの保健室●
すくすく赤ちゃん講座★
労務相談●

9

水

離乳食講習会・ぱくぱく期★
結婚相談★

10

木

1 歳 6 か月児健診★
人権相談●
� ［世界腎臓デー］

11

金

2016 クラブジュニアアルティメットドリームカップ
（富士川緑地）〜13日
3歳児健診★　　行政相談●

12

土

岩本山DE撮影会、夜梅×竹かぐや（岩本山公園）
ふじ市民文芸表彰式・富士文芸フォーラム（ロゼシアター）

13

日

津波対策訓練（田子浦・元吉原・今泉地区）
吉永北地区菜の花の里まつり（鵜無ヶ淵公園）
中野の観音さん　　新

しん

豊
ぽう

院
いん

大観音祭（岩淵）　　宮下稲荷神社祭　　
献血→P15　　結婚相談★

14

月

15

火

所得税確定申告・市民税・県民税申告期限
夜間納税相談●→P15
すくすく赤ちゃん講座★　　不動産に関する相談●
子どもの安全を守る市民行動の日

●博物館の日� 6 日
●陶芸歳時器� 12日
●陶芸室自由開放日� 13日
●癒

いや

しのおんがく会� 20日
●農家の食と年中行事（ぼた餅づくり）　21日
●富士かぐやモバイルミュージアム
（富士市教育プラザ）� 1 〜 31日

※休館日� 7･14･22･28日
　本館は工事のため休館中です。

●自殺対策強化月間
●こども電話相談強調月間

※場所記号　●…市役所　■…消防防災庁舎　★…フィランセ

 3月の
カレンダー

 MARCH［弥生］

ウェブサイトhttp://fujishi.jp　※t
ツ イ ッ タ ー
witter・F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook・Y

ユ ー チ ュ ー ブ
ouTubeでも情報発信中。

人　口　256,731人  （前月比 −2 ）
　　男　126,840人  （ + 1）　
　　女　129,891人  （−3 ）
世　帯　102,271世帯（ + 64） 1 月 1 日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601　静岡県富士市永田町1-100

☎0545-51-0123 50545-51-1456

　先日、静岡県広報協会主催によ
る広報コンクールの審査結果の発
表があり、広報紙部門で、広報ふ
じが 3年連続で優秀賞を受賞しま
した。今回の受賞対象は「消防の
力」を特集した昨年の 11 月 5 日
号です。取材に快く協力していた

だいた消防団員・消防職員をはじ
めとする関係者の皆さんと、読者
である市民の皆さんのおかげと感
謝しております。今後もよりわか
りやすく、親しまれる広報紙にな
るよう、広報広聴課職員一同で取
り組んでいきます。（あ）


